
供
　
蒐

、

謹
長
蓼

‘

局
長

ン
０
■

〓
幹
孫
長
〓
蜃

株
員

一崎
′T
、夏 ′Э 0

條 式 +出 -2)
一
一一一

泉佐野市議会議長 段

令和元年 7月 23日

(会 派 名)チーム泉佐野始」生

(代表者名)野 口 新―

出張調査 (視察 研究 研修会参加 )報告書

下記のとお り出張調査 (視察 研究 研修会参 III)の結果について 別紙報告書を添付
し報告いたします

記

将来における航空需要調査 と各地方 自お体の首都口におけるシティプロモー

ション戦略調査

目  的
(内 容 )

大和屋貴彦

令和元年 7月 5日 (全 )

住 所 1 東京都港区六本木 6■01六 本木ヒルズ森タフー 19鮨
場 所 1 エア′`ス ^'つ プターズ ジャパン株式会社
住 所 2 東京都 中央区日本橋 234日 本橘プラザ ビル 13階
場 所 2 -般 財団法人 地域活 l■化センター

住 所 3 東京都千代田区神 田錦町 2714
場 所 3 ちよだいち ま

31紙報告書に記載の とお り.



嗣査行程 旅費計算書

(令や 元・・  7 月  5  日 ～  F 月  5  日分)
O行程表

月 日 時間 スケジ_― ,レ 交通手段等

7 0 F100 関西国際空港 出発 飛行機

11,00 エアバスジャバンにおける調査

14100 一般財団法人地域活性化センターにおける調査

16100 ちよれ ちヽば視察

21,00 羽田国際空港 出発 飛行機

22120 関西国際空港到着

○旅費等計算長

内 訳 計 算 根 Ixl
金 額

草価     数    計 (円 )
飛衛壁rヽ 往路 14690  ×  l     ―       14690

飛行機ヽ 復路 11 390  X  l     -       11390

×

×

×

X

合  計 ¥26,080



視察 研修報告書

1日 付 ,7月 5日 (金 )

2行先 :東京都

エアバス ペソコプターズ ジャパン株式会社
一般財団法人 地域活性化センター

ちよだいちば

3目 的

将来における航空需要調査と各地方自治体の首都図におけるシティプロモーシ

ョン戦略調査

4概要 所感
にエアバス ベ ,コ ノターズ ジャバン株式会社
これから大阪 関西万澪に向けて関西国際空港が益々■展するといつた情報をよく耳にします

ので その裏付けを取るため 7月 5日 にフランスに本社を構える飛行機やヽリコプター等を

製造するエアバス社の日本オフィスを訪れ 今後の肛空産業の需要予測について調査させてい

ただきました

航空業界は 15年ごとに需要が 2倍ずつになっており 2032■までの世界の勁 成長率は

44%と 予測されているのに対し アジアの成長率は ,6%と 予測されており その点で関直国

際空港のプレゼンスは大きくなる一方であるとのことでした

②―燎繁団法人 地域活性化センター

地方白治体への情報の提供と調査研究 人づくりと研修 交流 まちづくりへの
助成などの支援を主な事業として 1985年に設立され 現在では 1929団体が会
員登録されていま九

センターに各都道府県や各自治体から職員が出向し 上記事業の推進に活躍さ
れていました これからの人口減少時代におけるlll域の活性化に向けた様々な
支援プログラムが用意されていました。

このプラットフォームを活かして 東京に様々な自治体がプロモーションをか
けた, 直接進出して活動している多くの事例を学ばせていただきました。



3ち よだいちば

日本全国市町村の知られぎる一品が集まる日本最′∫ヽ級のアンテナションプとし

て 作り手の顔が見える野菜や果物 こだわりの特産品を販売されていました。
定期||に 東京にいる地域の方々との交流会を開ltしたり しながら東京におけ
る地方のコミュニティ作りにも貢献されている様子でした.
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(様式 :出 -2)
一劉

10月 21日

泉佐野市議会議長 殿

出張調査 (視察 研究

(会 派 名,チーム泉佐野増」生

(ヽ表者名)野口新―こ0
研修会参力1)報告書
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下

級し

り出張調査 (視豪 研究 研修会参加)の 結果について 別紙報告書を添付
ます .

記

目  的
(内 容 )

3月 20日 に,察 を行った愛仁会グループでの外国人人材の育成 受入 還流
事業における人 トナムハノイ市 ダナン市での事業展開を視察す ることで
最も高度な技能が求められ る介護人材不足の解消に向けた政策是言に彙げる

事

議員名 野口新― 向江英雄  大和屋貴彦

日  程 ●和元年 10月 2日 (水 )-10月 4口 (金 )

場 所

ベ トナム社会主義共和国

ンヽノイ市 (ホ アンロン社 介護スキルラボ 東屋ホテル )
ダナン市 (グナン市投資促進支援委員会 外務局 ドンア大
学 クィクァン言語センター )

経 費 ,1紋 報告書に記載の とお り
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調査行程 旅費計算書

(令和 元 年  10 月  2  日 ～  10 月  4 自分)
0行程衰

月 日 時間 スケジューッレ 交通手,等

10 2 8,00 関西国際空港 集合

1 0tOO 関西国際空港 出発 (ハノイ市ノイバイ空港まで) 飛行機

14:00 移動 タクシー

14(30 ホアンロン社 介護スキルラボ視凛

16100 移動 タクシー

10 3 9:00 移動 タクシー

10:00 ノイバイ空港 出発 (グナン空港ま0 飛行機

ll:30 移動 タクシー

14,00 ダナン市投資促進支援委員彙 意見交換会

15,00 ダナン市外務局と意見交換会

10:30
ダナン市副市長 外務局長 殺贅促進支援委員会冨1院長と

意見交換会

10 4 9:30 ドンア大学副学咸 意見交換会

15,00 クィクァン言語センター視察

20:00 ダナン空港出瓢 ノイバイ空港まで, 飛行機

10 5 0:30 ノイバイ空港 出発中 西国際空港まで) 飛行機

O浣費等計算表

内 訳 計 算 根 拠
金 額

草価     数    .I(円 )

飛行機料金 関西国際空港～ノイバイ空港 × 3 ‐      155410

宿泊tl金 東屋ホテル (′ ノヽイ) X   3 ‐    239H

宿泊料金 東息ホテル(グナン) × 2 ‐       129%

合  計 ¥192,247



(様式 1出 -3)

令和 1年 10月 21日

出張調査報告書偶嗜紙)

日 時 令和元年10月 2日 (水 )8時OO分 -10月 5日 (■ ),Ю0

行 先 等

ベトナム社会主義丼和国
ハノイ市 (ホアンロン社 介護スキルラボ 東屋ホテル)

ダナン市 (グナン市投資促進支援委員会 外務局 ドンア大学 クィクァン言語セン

ター)

自 的

8月 20口 岨 禁を行った愛仁会グループでの外国人人材の育成 受入 還流事業に

おけるベトナム′ヽ イ́市 ダナン市での事業展開を視察することで、最も高度な技能が

求められる介護人材不足の解消に向けた政策提言に繋げる事

内 容 月1紙参照

裕 括 別紙参照

*杵等が不足する場合は適宜拡大してくださlヽ また内容が同様であれはこの様式以外の■月も可とする.



1日 付 :10月 2日 (水)～ 4日 (全)

2行先 :ベ トナム

′ヽノイ市 (ホアンロン社 介護スキルラボ 東屋ホテル )
グナン市 (ダナン市投資促進支援委員会 外務局 ドンア大学 クィ

クァン言語センター)

3目 的

本市の外国人就労者の受入に向ナて 内閣官房が推進するアジア健康構想の[
デルとしてすでに始動している IS(社会医療法人愛仁会 ペガサス 生長会)
コンソーンアムにお する外国人看護 介護人材の育成 受入 人l~還流のベ ト
ナムにおける実態及び それに対するな政 民間の取れについて調査すること

41日 目 (10月 2日 )

は概要

Oホアンロン社 介護スキルラボ
8月 20日 に会派で視察させていただいた社..医療法人愛仁会 ベガ,ス  生
長会が共同でベ トナムのホアンロン社の中に「介護スキルラボJな るプロジェ

クトを立ち上げ 外国人の看護 介護人tFの育成を行う取紅について 実際に
■場を視察してまいりました

看護学校を■業したり 医療滉場を経験したベ トナム人が日本語レベルの |ヽ
を取得した上で 専門的な看護補助と介護の技術を PSから毎月派遣される社
会福祉士の指導を抑ぎながら学ぶ現場は、愛仁会を視察させていただいた折に

lr見 した動画の通りでした.

学生たちが交l■で介護福祉士と被介護者を演じながら 日本語で介饉福祉士
としてどう接するか どう介護するか 実習し、その対応について日本から派
遣された介護福祉士が指導を行う形を採つていました.

視察に訪れた私たちにとても,寧な日本語で接してくれるばかりか 道中で見
かけると卒先して 45・ のお辞儀で挨t・をしてくれました。 日本語を学ぶ学生た
ちも授業中であるにもかかわらず 廊下を歩くれたちを見て、日を掟かせなが
ら会釈をしてくれました

場場の視察後に 日本から駆けつけてくださっJI愛 仁会統括本部長から日



本の介護,場の開塞感をlT破すること 日本の超高齢社会における人材不足を
解消することともに日本式介議を海外に輸出することを同時に実凛するアジア

健康構想についてご講演いただきました。

8ヶ 月間の教育プログラムを経て 日本語レベルの 3ヽを取得し 今年 4月 か
ら日本の介護 を護の場場で活露するベ トナム人が 3■問 APSで技能実習生と

して働き ベ トナムヘ帰回することで 自分たちが必要とする質にこだわった
人材育成のループを完成するとのことでした。

②東屋ホテル&ダイニング 東屋ヒューマンツソースフル
日本人のためのベトナムにおけるビジネスホテルをビジネスモデルとして民

開し 急速に成長する東屋ホテルに宿泊させていただき 実際に,場tCEO
と意見交換する機会を頂戴しました。

ここ数年でベ トナムをはじめカンボジア ミャンマーに 10を超えるビジネス
ホテルを急速に展開する中で得た問題意識は人材育成であると仰られました

自社が求める質の人材を育成するためには 自前で育成する手法しかないとい

う思いに至り 人材育成に力を入れ続けてきたそうです.
■在日本で起こっている技能実習生の問題などに消1れ 日本を好きになつて
もらってベ トナムに帰つてきてもらえるような人材還流を生み出したいという

強い思いを話ってくださいました

今年から自社で育成した人材を 日本人向けサービスを展開するll l■に派遣
する事業に着手しているそうです.泉佐野市では宿泊施設の客室数が不足して

おリ ホテルの建設ラッシュとなっている現状と、ホテルオペレーションの人
材不足が懸念されること そしてこれからのポテンシャルについてプレゼンさ
せていただき 相互に連携できる可能性を模索しました。
自社育成の人材を派遣することについては揺るぎない自信をお持ちで 泉■
野市内のホテル事業者とも連携ができる可能性についても言及してくださいま

した。

実際にハノイとグナンにある東屋ホテルに宿泊させていただき 日本人が求
める行き届いたサービスを体験させていただきました。ホテルの屋上には見晴

らしの良い露天風昌にサウナ 居酒屋風の食事処があるなど日本人好みのホテ
ルとなっていました。その中でもサービスを提供するベトナム人の温かで細や

かな対応に LCEOの人材育成
への強いl論が何えました.



②所感

0ホアンロン社 介護スキルラボ

人材就労派遣会社であり日本語の教育機関であるホアンロン社が日本の社会

医療法人 3法人 (APSコ ンノーシアム)と提携し 送り出し機関として事業晨
開する■場を視察させていただき かかわる人々全ての方向性が一致すること
で とてつもないパワーを生み出していることを肌で実感しました。
学生たちが 私たち日本人が来校したことに対してい力ヽ こ関心があるか 彼
らの眼差しと態度から容易に想像できました.3日 間の滞在中 ベ トナムの中で
いろんな人たちと接する機会がありましたが ここで出会った学生たちの意気
込みは他の迫随を杵きない並々ならぬものであると口言いたしました.

ホアンロン社で日本轟教育を受け 日本語レベルのN4を取得し 8ヶ月間の
看護補助 介護に関する専門的教育のなかで N3を取得し 3年間の日本の医療

介護現場を経験した後に本国へ帰還する彼らはベ トナムの医療 介隷業界に大
きなインパクトをもたらすことは間違いなく、延いてま日本の人材不足にも大

きく貢献するはずです.

人材育成の観点から相互に v・・ln winになれる国際|・1係を構築することで 真
のグローバリズムヘの転換を、アジアからスター トさせる契機になる可能性が

るのではないかと期待が膨らみました

②東屋ホテル&ダイエング 東屋ヒューマンツノースフル
・ft 36歳 という若さですでに 10棟以上もの日本人向けビジネスホテルを経

営する手腕と人の将来を見据えた上で人材育成にとことん力をさいでこられた

姿勢に感銘を受けましr_.

人材確保の課題で辿り岩いた結論は 自社育成であるというお話を●い APS
の取組と方向性は伺じであると思いました。眸今 迷続的に成長 発展するた
めに民間企業が選び始めた道が自社育成が何を意味するのか 大きな課題をい
ただきました.

自社育成の人材を派遣することについては昼るぎない自信をお持ちで 泉佐
野市内のホテル事業者とも連携ができる可能性についても言及してくださいま

した。



ユ2日 目 (10月 3日 )

に概要

Oグナン市について

ダナン市は 6区 2県から成る人口121万人 面積 1285面のベ トナム中部
地方最大の都市であると同時に ベ トナムの工都直館市の一つとなっています.
ベ トナム中部から大平洋地lttへの玄関口だけではなく 今後さらなる発展が見
込まれるラオス タイ ミャンマー ベ トナム中吉「の内陸部の流通経路として
重要な役割を果たすことが期待されています。

人口増加率が l笏で 剛動人口が 55万人を超え 域内総生産 (GRDP)の成長
率が 76“以上を誇る勢いのあるまちです.ダナン国際空港やダナン港といつた

インフラが整い ホテル リゾー ト数が 785施設 ヨ状で 35615室を保有して
います。年間観光客数が 766万人で 観光事業売上が 101・

‐
ドルに上ります.

②ダナン市投資促進支援委員会局長 (以下 IPAダナン)と の対談

ダナン市役所の中に投資の窓口となる部局として IPAグナンがあります.IPA

ダナンは十人民委員会によつて設立された政府機関で 委員会の管轄下に置か
れた組織です.国内外の投資を呼びかけることをめざして 委員会に対して投
資促進に向けた活動のアドバイザーとして機能しています.

私たちからは 国際空港と湾岸エツアであること ホテル建設が力]遠してい
る類ll点をあげて リルくうタウンの■状と今後の展望についてブレゼンをさ
せていただきました。今後の課題については、ホテル数が増える一方 オペレ
ーンョンを行う人材不足の問題が浮き彫りになる可能性があるので その点の
連携について投げかけさせていただきました。それについて、ホテル投資を行

う協議lt等をご紹介いただIするなどのご提案をいただきました.

0グナン市外務局長との対談

グナン市への「投資J 「観光J 「人材交流Jの促進を目的とした部局と
なります.局長と対談させて、ヽただき 関西国際空港 りんくうタウン 泉佐
野市の可能性をプレゼンさせていただいた後 '互における観光 人材交流に
ついて意見交換をさせていただきました

日本 泉佐野市の未来を見据えて 私たち会派では大きく、強い自治体を,
るための合l■議論を進める準備をしていることを伝えると その話を機に 局



長の態度が一変し 「ぜひ強い自治体の形成に向けてご尽力いただきたいJと
の言葉を頂戴しました。

その話から、グナン市側としても 人材交流 人材派遣など相互に企業両 B
to Bの 関l・●で一つ一つ実績を積み重ねて互恵関係を集き上げていきたいという

提案もいただくことができました。

④グナン市人民委員会日1委員長 (冨J市長)と の対談

グナン国際空港が年間 1500万人の利用客がある中 関西国際空港の年間
3000万人を超える利用客数の魅力について言及され 双方に頚似点が多数ある

ことから連携していく意義が大きいというお話を頂戴しました。

そのお話の中で P,achAviatio,が就llしている魅力に触れられ ぜひダナン

国際空港と関西国際空港を結ぶピーチ直行便が欲しいという希
t・を述べられ

泉佐野市とPoach“iationの関係性についての質問もありました.

私からは PeacrAviationは設立当初 本市に本社があり その後本市から職
員を派遣していること そのことがきつかけで■在日本一とならせていただい
たふるさと納税の礎が構築されてきた経緯を説明させていただきました

その他に、AIP lt S社 を視察させていただいた折に これから20年間の航空業
界の成長率が世界で44に対し アジアが56ヽとなる予測があることから関西
国際空港のプレゼンス、そしてPoacMviationの さらなる可能性について航空

機業界が期待している,状も報告させていただきました.

今後、民間における交流と連携の実績を積み重ねることを通して 協力関●●
を築き上げて行きたい というご提案をいただきました。

レ所感

T・素は国内の自l.●体市■所の職員からテーマに沿つた研修を行っていただき

質疑応答を行う =たは現地視察を行つた上で研修と質疑応答という形に慣れ
てきたせいか 国外における視察のあり方に驚きました.
ますは ∫私たちと何がしたいのですかJと いう具体的な質問からスタート
し 驚きを隠せませんでした 今までは受動的な学びだつたのが こちらから
の能動的な働きかけが前提での実を伴う学びという形でありました.情けない

ながらもしばらく硬直してしまうシーンもありましたが あちらのスタイルが



わかり次第、私たちも自分たちのペースでしつかりと市の魅力と連携できる可

能性について議論を進めることができました.

その中でも ダナン市側からの は 長する関西国際空港の直結でホテル建
設が力]速 しているりんくうタウンという場所があることを全く知らなかったの

で その可能性を考え ホテル業界とのマッチングを提案しますJと いう提案
があつた暖間 シティプロモーションの重要性を再認識しました.
本市の成長戦略室の分,では今後 日本のホテル業界で四つ星 五つ星が少
ない中で そこが隙間となる可能性があると予測しておリ グナン市では四つ
星、工つ星ホテルを30棟程誘致している実績がある点で、今回の議論の末に得

られたダナン市側のホテル業界との違携の提案は 何らかの経済発展の可能性
を開くチャンスになるのではないかと期待しています

また 関西国際空港が益々発展していることや Pea“h iationが就航してい
ること、本市が広域連場 合併推進に向けて動き出していることにグナン市当
局をはじめ民間の方々 誰もがひときわ強い関,いを抱かれたという点には正直
驚きました.違いt_の話であっても自分の市に禾1益となる可能性があることを

悟られそれについて素直に.T価 応援してくださる姿勢には肌帽いたしました.
この国際的な対談における微妙なニュアンスをしっかりと把握し 通訳し
さらにはその後のフォローを入れ 両者のつながりをしっかりとコーディネー
トしてくだきつた方々のご尽力には 多大なる故意を表しますとともに 心か
ら感謝を申し上げます

ご対応くだきったグナン市の方々にも 重ねて厚く感謝を申し上げます.

63日 自 (10月 4日 )

は,概要

0ドンア大学目1学長 観光学部長との対談
ドンア大学は 日本の高度経済成長や文化 日本人の働き方などに憶れを抱
き 桜をロゴマークとして2o02年に設立されたTl立の大学です。ここ5年間で
急激に学生数が増加し、成長する大学としてのプレゼンスを確立しつつありま

す.

現在学生数が 8000人程に急増し スタンフが 300人 F_おられるそうです。そ
の中で日本語を勉強している学生は約 1000人いて 日本でのインターンシッ



プまたは勤務している学生が 2018年で 50人の実績 2019年 で 198名 がビザ申

請中となっています.2020年には 300名 を予定しているそうです.

日本国内における都道

"県
や企業との提携や連携 国際的なセミナー 交流

会の主催により 幅広く人材関連の交流を促進されています.2日 前に視察させ
ていただいた介議スキルラボを運営する愛仁会グループとも密に連携されてい

るとのことでした。最近では株式会社セブン イレブン ジャバンの人材育成
施設を大学内につくることで協定を締結しています.

看護学部の学生 1400人いて 看護と介護関連で働きたいという学生がたく
さんいるので ぜひ愛仁会グループと連携して日本側での看議 介護人材の受
入に協力させて欲しいというビ提案をいただきました その中で 具体的に 2
年後の2021年には年間 100人の人材を送り出すことが可能になるということで

した。

意見交換の後 実際に学内を視察させていただきました 着護学部の教育施
設をはじめ、i.・業中の学生たちに挨拶をさせていただく機会を頂戴しました.

テ気一杯の学生さんたちの前でビ模拶をさせていただく機会をいただきました

②ベ トナム人採用現場への立会

ドンア大学に在籍する学生の日本の介護施設による面接 採用の,場に立ち
会わせていただきました。予め選ばれた学生き致名を 大学内で面接し その
場で内定を出す流れを拝見させていただきました。

通常 日本企業がベ トナムに来て数分面接を行い 約 15分くらいの検討を経
た後に その場で内定を出すそうです

0ク ィクァン言語センターの視察

グナン出身者で日本の大学で学問に励み 関西の企業で就業経験がある方で
今回のグナン市とのコーディネート 適訳を行ってくだきった若き 35歳の/‐業
家が設立された学校の日本語教育の■場を視察させていただきました.

幼稚国から社会人まで幅広く日本語をはじめ各国の言語の勉強ができる教育

機関となっていました。午前中に視察させていただいた際にお会いしたドンア

大学の学生さんも、大学終了後に日本語の勉強に来られていました.

彼らにご挨拶と質問の機会をいただくと 関西国際空港 大阪の知名度がキ
常に高いこと/vlわかりました。 日本語習得の難しきは我々同様 漠■にあるそ



うです。ちょうど 吉備国際大学からインターンで日本語を教えにこられてい
る学生さんの授業を拝見させていただくことができました.

力所感

グナン市内には36の大学 短期大学がある中で ダナン市郊外や他の弯の学
生数の減少傾向を招くほどドンア大学が急速に成長している状況については

国内外における政府 企業 学術団体との連携の網を広く張り巡らせ ビジネ
スの実に基づいた経首を展開していることが大きな要因であると容易に想像が

つきました.

扇J学長自身 ダナン市では非常に有名な方で 現在もベ トナム首相と同行す
るほどの人物らしく この方のご人徳と経営努力が根幹にあるようです 私た
ちに対しても終始笑顔で 全て肯定的なスタンスの方でした。
多くの学生をインターンシップというビザのレベルで派遣することができる

迅速性と柔軟な経営スタイルが大きな魅力であり 強みとなっている大学であ
ると感じました。大学内で企業とのマッチングが行われ、貝晰 即決の採用が行

われている現場も■見させていただき、ベ トナムにお lする凄まじいスピード感

も実感させていただきました.

日本語を学び、日本で仕事をしたいという学生たちがたくさんいる実態と

彼らを求めて日本からやってくる企業や自治体がたくさんいるという状況を

現場で

“

めて認識させていただきました。

7総括

今回の視察は、近い将来訪れる深刻な人材不足の問題をいかに克服するか

人材の送り出しに力を入れるベ トナムにおける■場実態を学ばせていただくた

めに実定しました

ますは その深刻な人材不足の問題に早期に手を打つべく 私たち会派から3
月議会の一般質問て関西国際空港直結都市としてのプレゼンス発揮のための外

国人人材の受入スター トについて提言させていただき 阜速 6月 議会で外国人
人材の市内事業所におけるニーズ罰査の予算が計 Lされました.も う問も無く

調査が開始されます.そ して 先だつて ЩヽKに よる報道発表がありました
令和 4年度を目処に外国就労者受入サポートセンターなるILF役の開設に向けて



泉t野市が動き出しました。
しかし 各自治体と民間はすでに人″確保のために外国との交渉をスタート
させている状況で その速度はとてつもないもので 今回ベ トナムに入ってみ
て 多くの自治体や民間企業がベ トナムで動き出している現状を目の当たりに
しました.

私たちとしては このスピード感の中でいち早くベ トナムにおける人脈作り
と人材のルート確保に向けて 議員としてできるレベルでの視察 調査 交流
を行う人く ベ トナムの人材受入で 30年以上の実績を持たれ 今年 6月 から泉
佐野市の外国人就労支援アドバイザーに就任いただいた     にコーディ
ネートしていただきました.

お陰様で 大阪や Sコ ンソーシアムの介護スキルラボにおける●門的な介護
人材の育成現場の視察をはじめ 質の高いホテル人材の送り出しをスタートさ
せようとしている東屋ホテル CEOと の具体的な意見交換 急成長するドンア大
学との学生インターンシップの送り出しに関する具体的な意見交換 さらには
グナン市幹.l陣営との相互の経済||な発展をめざした具体的な意見交換が短期

間の内に実■いたしました.

この壮絶なスピー ド感の中で いかに 泉佐野市の文化 風土に理解を示し
ながら、地域に同1染むことができる 人格者を輩出する送り出し機関と結びつ
くことができるかが、重要です.

そのためにも 確かなルート
「

りを行い まずは民間における連携促進と実
績づくりに努ら その後にどの分野でどの程度の連携を行うか その環境整備
に行政に大枠のコーディネートに入ってもらう流れの倉1出を考えています

近い将来 飛躍する関西国際空港を通して アジアの人材という活力を市内
をはじめ国内に取り込t・役害」を担い さらにはアジアのF_済圏で発展する真の
独立した国際都市をめざすべきであると考えます.

その点 本市は外国人就労者の受入に向けて積極的に迅速に取り組んでいく
方針を示してくれたことは非常に素晴らしいことだとおまえています.関西日
際空港を有する国際都市としてのプレゼンスを確立できるよう 議会議員とい
う立場で誠心誠意取り組んで参る所存です この度の視察にお力添えをいただ
いた方々 ご対応いただいた全ての方々に 改めて感謝を申し上げ 視察の総
括とさせていただきます。
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(様式 (出 -2)

轟 111月 15日

泉佐野市議会議長 殿

出張調査 (視察、

下記のとお り出張調査 (視案 研究
し報告いたします。

(会 派 名)チーム泉佐野創生

(へ表者名)野 口 新一 れ

研究 研修会参加)報告書

研修会参力い の結果について 月1紙報告暮を添付

記

Ｃ^

目  的
(内 容 )

全国における議会改革のlL進事例を調査す るため

議員名 野 口新一 向●英雄 大和屋貴彦

貝 程 令和九年 10月 00日 (水 )-31日 (木 )

場 所

住

場

所

所

高知県高知市布師田 39922

高知ちばさんセンター

経 費 別紙報告書に記載のとお り。

そ の 他

~1,1115



調査行程・旅費計算書

(令和 え 年  10 月  30 日 ～  10 月  31 自分)

●行程表

月 日 時間 スケジュー,レ 交通手段等

10 30 6,00 泉t野市●所集合 レンタカー

13100 第11回全国市議会議長会フォーラム

16:50 門会

10 01 ,,00 第14回全国市議会議長会7′―ラム

l lt00 lTl会

11,00 高知ちばさんセンター 出発 レンタカー

17100 泉佐野市役所 到着

O“贅午計算衰

内 訳 計 算 根 拠
全 額

単価     贅    計 (円 )
レンタカー代 |■ 民■党泉佐野市会議員団 1名 と同行のため311 16500  X    314 -       12375

高速
`ヽ

18040  X    314 -       18530

'ソ
リン代 自由民主党泉佐野市会議員団 1名 と同●のためγ

`
1000  ×    3/4 ‐          750

ガソリン(ヽ 6000  ×    314 ‐        4500

宿泊費 9800  ×      3 -       2,400

参力「賞 7000 X     3 -      21000

220 ×     2 ‐         440

ム
■ ●I ¥81,995



第 14回全国市議会議員会研究フォーラム

に日付 :令不1元年 10月 ,0日 (水)～ 31日 (本 )

●行先 :高知案高知市 高知ぢばさんセンター

3目 的

全国における議会改革の推進事lFlを調査するため

に概要

①第一部 基調講漠
演題 :現へ攻治のマトリクス  リベラル保守という可能性 ―

講師 :東京工業大学リベラルアーツ研究教育員 護, 中島
=志
氏

■代政治のマトツクス

嗅治とは 内攻面に限れば  「お全の出し入れといった配分の■事Jと f価値をめぐる
仕事Jに分類され それぞれを軸としてマトツクスイヒできる。
配分をめぐる仕事については「

'ス

クの社会イヒを図るセーフティネット強化」と「リス

クの個人化を図る自己責任論Jの対立が存在し 前者を推進する動きは「大きな政府J
を 後者を推進する動きは「小さな政府Jをめざすことになる.
価値をめぐる仕事については 「リベラル (自 由主義)Jと 「パターナル (父権的)J
の対立が存在する.

日中内間がリスクの社会化とパターナルな政府 大平内間がリスクの社会イヒとリベラル
な政府、小泉ll間でリスクの個人化と

'ベ
ラルな政府 安倍内間でリスクの個人化とパタ

ーナルな政府に移行してきたという自民党の歴史がある.

OEの 諸国の平均値を算出し 各国の,収 全 GDPに対する歳出規模 公務員夕で国際
比較を行うと ,在の安倍内閣は世界で指折りの小さな政府となっている.

ツベラルと,守

リベラルの起源は プロテスタントとカトリックがかつて争った3¨戦争にあり 戦
争の終結とともに それぞれの個人の価値の領域には■足で踏み込まないという自由のあ
り方にある.

保守は フランス革命に反l● された人間観への不●からスター トしている.
改革とは 過去から相続した歴史的財産に対する永遠の微調整なので 保守するための
政革を行う上で 保守はリベラルに接近することになる



②第二吉

` 
パネルディスカッション

演題 :議会活性化のための船■人策

コーディネーター :朝 日新聞論証委員 坪井 ゆする 氏
パネラー :市町ll議員中央研究所 学長 高部 工男 氏

株式会社コラボラボ 代表取締賀 杖田 響子 氏
高松丸亀長商店街振興組合 理事長 古川 康造 民
高知市議会 議長 口鍋 祠1氏

市議会の場状 :議会基本条例を制定している市議会 608“ 議会報告会を開催してい
る市議会 537ヽ

議会基本条例の制定は議会改革の出発点なので 議会の,状を把握し 議員同士が議
論の上 条例をまとめることは重要である.
人口,状を前提に20年後の住民が■せかどうかという中長期的視点で なおかつ

EBⅦ (証拠に基づく政策立案)に基づき議論し そのPDCAサ イクルを生み出す議会であ
る必要がある。

以前は視察対応をする際にお酒の匂いをさせている議員がいたが 最近では熱心にメ
モを取る議員の資が見かけられるので、ここ10年で議員の質は大きく変化してきてい

る.

0第二部 パネルディスカッション
演題 ,議会活性化のための|.中人策

コーディネーター :朝 日新間論説委員 坪丼 ゆする 氏
パネラー ,上越市議会議員 滝沢 ―成 氏

鎌蒼市議会 議長 久坂 くにえ 氏
周南市議会 議長 小林 雄二 氏

市議会議員選挙立候補者が少ない滉状への対策として市議を目指しやすい環境整備検

討会を立ち上げ 市議を目指すことを阻富する
'状
の要因などの把握を行い 改革案を策

定することに着手している.

調査の結果 市民が議員を目指せないのではなく 目指さないという心の問題あるこ
とが判明した.その理由は まず議会を知らないし 知りたいとも思わないといつた無関
心な状況があるので そもそも議員にやりがいが全く感じられない 存在価値が感じられ
ないという意識が根底にあるからである.

結果 市民が見たこともない議会の魅力を見 (魅)せなければ始まらないので 議会
の見える化を促追.



次に物理的問題として 選挙費用^の不安 報酬や身分保証への不安 地域の理解と
いう壁 家族の理解という壁 女性特有の壁などを抽出し 発足 1年で議員を目指しやす
い環境整備への 5つの大項目と19の小項目で構成する提言を議長に答申.

市民に関心を持ってもらう 理年してもらう 女性^のアプローチとぃった観点で
「議会傍聴の改革 活lt化J  唯 擬議会 議会体験学者の実施∫ 「意見交換かいの改
革J 「広報 PRの充実」 「選挙マニュアルの作成J 「議員報酬の適正化J 「女性
フオーラムの開催Jと いった早急に取り組む 7点を抽日.

全国における女性議員の比率ま都道府県議会で98% 市区議会で 148“ ull議会で
98唯

議会の会議規11に出産が欠席の事由として規定されていない 多様なパックグラウン
ドを抱える議員への配慮がない会議運営となつている夕状.

議会改革推進こそ 議員を目指す人々を獲得する最大の力であるが 議員同士はライ
パルであるという点で、議会

“

革の推進が困難を極めることも事業.

に所感

議員の活動スタンスである保守と,ベラルの起源と時代の変遷による変化について詳し

く説明していただき 自分自身の政治スタンスのあり方を見つめ直す機会をいただきまし
た.同時に 今まで漠然と抱いていた政治という作月によってどのように自治体運営が左
右されるかという半峙 基準についてもXtt Y軸を用いた分析手法をご教示いただき、明

確になりました。

リベラルとパターナルといった価値 大きな政府と小さな政府といつた営の配分のあり
方の狭問で 時代の流れと住民の現状を読み取り lL市町村との比較で どのような判断
を行うべきか を学ばせていただく機会にもなりました。政治家の価値記と+1断が国や市
町村に及ぼす影響の大きさを実感しました。

改革は 今まで先人が積み上げ 保守してきた慎例 伝統 歴史に 時ヽの価値観を反
映させる人くリベラルの価値観で微調整をかける作用であるので 保守やつベラルという
価値観で害1り 切つたものではなく 「リベラル保守Jといつた立場で行うものであるとい
う議員のあり方を示されたことは、これからの議員のスタンスに大きな影響を与えること

になると思います.

バネルディスカッションでは議員の立場でない有識者の方々と議員を変えて様々な提

言や意見交換が行われましたが 最も印象深かつたのは上越市議会の議会改革の取り組み
でした。議員のなり手を増やすための取組を出発点とすることで ます|ま議会を知っても
らうための餃革を行わなけれは何も始まらないということで 市民に身近で開かれた議会
をめざす改革を実践してこられたプロセスに感銘を受けました。



私たち泉佐野市議会も議会改革を行つている真つ最中ではありますが その根底には市
民に身近で、開かれた議会という価値観があります 私たちの■事や政治を行う人物をよ
り多くの方々に知ってもらうための改革は 選挙権を有する有権者の意識を高め 設票卒
を向上させるものにとどまらず 被選挙権を有する有権者が次世代の政治を担えるように
することまでを凛野に入れて行わなければならないと 学ぼせていただきました。
まきに民主
=義
の原理で選ばれた政治家が、次世代を見据えて後遣が戌治家になりやす

い環境整備を行うことで、民主政治の追たを支えるという最大の責務を呆たすことにつな

がる取れであると確信しました.

ただ 議会改革に取り組んでいると 議員同士が選挙で闘ラライパルであることから
推進することの困難性は+分理解していますが このような趣旨で改革を行うことになれ
ば議員に立候補する人F.lが増えることで現職議員の立場を危うくしてしまう可能性がある

ことから 改革はさらなる困難性を極めるといつたジレンマを抱えることになります。

今回の研究フォーラムを通して 政治家としてのスタンスの重要性を再記載するととも
に、今までの政治的な固定概念にとらわれずに 市民のため柔軟に活動を展開するきつか
けをいただくことができたように思います。そして 市民生活を根本からする民主政治を
継I.的に守っていくための議会改革のあり方を学ばせていただきました。この_‐高な使命

を全うするため あらゆる方々が市議会議員に立候補できるような環境整備に,めるとと
もに 自分自身もめざす政l.‐家像になれるよう 誠′さ誠意頑張ってまいりたいと思いま
す。
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ETC,嘲 照会サービスをご11用 いただき まにあり,'と うごぎいます
※本ご利用明樹IPDFは  ETC利 用照会サービスにて出力されたもの
で 一度に500■まで出力できます
500件を超える場合は複数回に分けて出力してくだざ|ヽ
※2010年 10月 :H以降の通行,1金はIII喪税率 10%対象です
詳しいサービス内容はETc利用‖会サービスウェプサイト
1,tt,`″ ヽヽ■。t● 面。Saiい′,にてご確認 (ださい

ア。―
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NてX● 0
●●
`

合計金額
支払い総額 1ヽ8 040

内
訳
還元額適用金額 Y0

後納fl月金額 I]8 040

ネ1局
`F月
日
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千Jtt i C(自 )  11月 lC(至 )

(綱
=前
料金)

(ETC割 」1額 |
通行料を

運元級適用料金
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ETCカ ード番号
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0

1 320

確定
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●０^

0
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0
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0
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O
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0
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0
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i統

N●メて0
●0●

l●目 / 1枚中
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第 14回全国市議会議長会研究フォーラム in高知

令和元年 11月 7日

泉佐野市議会 チーム泉佐野泊1生 御中

参加費領収書

第 14回全国市議会議長会研究フォーラム

委員長  野

東京都千ヽ口区平河町2-4-2

金 21,000円

第 14回全国市議会議員会研究フォーラム in高知

参カロ(ヽ金 として

令和元年 10月 30日 31日 開催 (高知市)



(檬式 :出 -2'
ノ

未 D
ミ 1′

令 和 2年 l I1 9日

泉佐野市議会議長 殿

(会 派 名)チーム泉佐野治1生

(代表者名)野 口 新一

出張調査 (視察、研究 研修会 .~加 )報告書

下記のとお り出薇調査 (視察 研究 研修会参力1)の 結果について 別紙報告書を添付
し報告いたします

◎

記

目  的

(内 容 )

大阪 APSでの外国人人 llの 青成 受入 還流事業におけるベ トナムハノイ
市 グナン市での さらなる事業展開 10月 4口 に視奈させていただいたダナ
ン市の ドンア大学の証贖斡旋の政組  グナン空港の■状の視察に力]え て グ
テン市側のホテル 血空業界との連携に関する意 ●.交換 を行 う●で 泉佐野
市内の各産業に●・ ける人材不足の聟消に向けた T●策提言に繋げる事

議員名 向江英雄 大和屋貴
'

日 程 令和元年 12月 26日 (木)-12月 28日 (■ )

場 所

トナム ′ヽ ノイ市

トナム ′ヽノイ市

トナム グナン市

トナム グナン市

トナム グナン市

ホアンロン人材派遣株式会社

ハノイ医療短期大学

ダナン市役所

ドンア大学

ダテン空港 VlACS

経 贅 別祇設肯書に記載のとお り.

そ の 他

⌒

′F^ →
■21,-9

騨



調査行程・旅費計算書

(令和 元 年  12 月  26 日 ｀  12 月  29 日分 )

0行程表

月 日 ]寺 ,1 スケジュー,レ 交通手二等

12 21 8,00 関西空港 集合

10,00 関西空港 出発(ダナン市グナン空港まで, 飛●機

13,30 移動 タクシー

14,00 lR、イナン ダナン市労働局 ′ナン空港と意見交換会

16,00 移動 タクシー

12 27 S:30 移 動 タクシー

9,00 ダナン空港 ⅥACSトレー‐ングセンター視黎

12100 移動 タクレー

14100 ドンア大―.視察 意見交換会

16,00 移動 タクシー

20,Oo ダナン空港出発 (′ ノヽイ市ノイ′`イ空港まで) 飛行機

21t00 移動 タクシー

12 28 9,00 移動 タクシー

10,00 ホアンロン人材派遣株式会社視察

13(30 移 動 タクシー

11100 ′ヽノイ医療短期大学視察

15,30 移動 タクシー

21100 ノイバイ空港 出発 (ダナン空港まで, 飛行機

10 29 0130 ダナン空港出発憫西国際空港まで, 飛行||

●旅費等計算表

内 訳 :1算 根 拠
金 額

単価     数    .I(円 )

飛行機卜1全 関西国r設港～ダナン空港往復 × 2 ‐      116680

宿泊料金 東屋ホテル (グナン)2も P, メ   1 -     6463

信101■金 東屋ホテル (′ ノヽイ)27日 分 × 2 -       15510

■地調整依託責 通証関連費用 草チャーター贅 国内飛行機ヽ ×     2 -     93210

捩込手数十1 440  ×      2 -          880

合  計 ¥262,773



(様式 :出 -3)

令和2年 1月 9日

出張調査報告書 (別紙)

日 時 令和元年12月 26日 (木)8時00分～12月 2,日 (日 )■ 00

行 先 等

ベトナム社会主義共fl国

ダナン市 (グナン市投資促進支援委員会 グナン国際空港 VいGSトレーニングセン

ター ドンア大学 東屋ホテル)
ハノイ市 (ホアンロン人材派遣ヽ式会社 ′ヽ′イ医療短期大学)

目 的

前回の外国人証労者の育成と送り出しの実態調査 グナン市との意見交換から導き

出された航空 宿泊 介護それぞれの業界における連携構想を基に 日本側できら
なる人材不足に関する調査を進めた結果、それらの業界における人材不足が喫緊の

課題であることが改めて明らかとなったので さらに深い議論と調査 業界導携を進め

る必要性があるため

内 容 別紙参照

総 括 別紙参熙

*'等が不足する場合ま適i拡大してくださやヽ また内容が同様であればこの様式以外の使用も可とする



出張報告書

1日 ,I12月 26日 (本)～2日 (■ )

2行先 ,ベ トナム

グナン市 (ダナン市投資促進支援委員会 ダナン国際空港 VIκSト レーニング

センター ドンア大単 東屋ホテル )
ハノイ市 (ホアンロン人材F礎株式会社 ハノイ医療煙翔大学)

3 目|'

前回の外国人

“

力者の育成と送り出しの実l.1調査 ダナン市との意見交ユから導き出され

た航空 宿泊 介護それぞれの業界にお する連携構想を基に 日本側できちなる人材不足

に関する調査を進めた結果 それらの業界におする人コ不足が喫素の課題であることが改

めて明らかとなったので さらに深い議論と調査 業界連携を進める必要性があるため

4級要

ⅢⅢロロ (12月 26日 )ダナン市

Oダナン市との意見交換会

IPAダナン副委員長に加え 労働罰 l局長 グナン国際空港の国際線ターミナルの理事

長 ′ヽンドツング会社であるVIleSの マネージャーを肇頭に合計 12名 の方々が私たちと

の意見交換にご対応くださいました

関西国際空港の発着回数や旅各者数などの現況の報告を行つた後に 日本側で行つた航

空業界の方々との意見交換で′ヽンドリング人材が不足している■況とそれが成長肛喜要因

になる可能性が迫っている滉状が明ら力ヽ こなつたので その現状の説明を行いました

それに対してグナン国際空港国際線ターミナルの理事長が ますは空港の現況報告を行

つてくださいました ■在 日本からは羽田空港 成口空港 関西空港から直航便が動

しており 常滑空港と双方に視棠団を派遣し合い 2020年度に直航便を蔵航させる予定

2015年から2018年にかけて年間絡旅客者数 400万人から600万人に増力!し 2019年 には

700万人に到岩する見込みであること 航空会社が 01社で就航国が 11夕国あること 外

国人旅各機 の 5いが韓国人 2椰が中国人 101がタイ人であることなどをご紹介くださ

いました



ダナン国際空港をはじめ睦 とでグランド′ヽンドツング業務を展開するVIACSの マネー

ジャーから会社説明を受けました 総勢約 4500名の社長で日本のエアラインを含む 70の

航空会社ヽのサービスを展開し ダナン国際空港には約 600名 の社員で対応しているこ

と 国際基準を満たした ドレーニングセンターで素人からグランド′ヽンドツングスタンフ

を3ヶ 月～6ヶ月で養成していることについてご説明いただきました

次に 日本側で行なった介護業界 ホテル業界の方々との意見交換で杞握させていただ
いた人材不足と外国人雇月の実態 今後の外国人雇用の需要の■よについて説明させてい

ただきました.

それに対して ダナン市の就労支援を絶括するお極局の冨」局長から 労働局で就力のビ

ザや送り出し等のライセンスを集中管理していることから、行政同士の人材に関する10U

Q書 )を締結することが第一条件であることが,されました それに伴い 人材を■/要

とする業界のイヽ長とダナン市側の業界の代表とのM側 の締結が必要となる という説明を

受けました.

今回 IPAダナンの風崚 員長が人材提携に関する関係者を相集していただき 双方に前
向きな議論を行うことができました ダナン市側から人材に関するMOt C喜 )の締結が

第一条件であるという答えが示されましたので 今後の議論は前回意見交換をさせていた
だいた外務局と行うことになるそうです

②ダナン市について

グナン1■ま 0区 2県から成る人口121万人 面積 1285逓のベ トナム中部地方最大
の都市であると同時に ベ トナムの五都直轄市の一つとなっています 人 トナム中部から

大平洋地域^の玄関口だけではなく 今後さらなる発展が見込まれるラオス タイ ミャ
ンマー ベ トナム中部の内嗜部の流 TL経路として重要な役割を果たすことが期待されてい

ます

人口増力]■が 121で 労働人口が 55万人を超え 域内総生産 (OmP)の成長率が 75ヽ

以上を静る勢いのあるまちです ′ナン国際空港ゃイナン港といったインフラが整い ホ
テル ツゾー ト数が 785施設 現状で3,615室 を保●しています 年間観光客数が 760

万人で 観光事業売上が l,億 ドルに上りま,



0グナン市投資促進
=観
番員会 (以下 IPAダナン)について

グナン市役所の中に投資の窓口となる部局として IRグナンがあります 1,Aダナン

は市人民委員会によつて設立された政府機関で 委員会の管棺下に置かれた綱歳です 国

内外の投資を呼びかけることをめざして 委員会に対して投資促進に向|ナた活動のアドバ

イナーとして機能しています

22日 目 (12月 27日 ,グナン市

Oダナン国際空港 Vncsト レーニン′センター

前 0いただいた話を基に 実際に空港を視察させていただきました 当日1ま 日本の
'i空

会社も直航便を飛ばすための視察に来られているということでした。空港内を一回りし

主に空諭 にあるVIκSト レーニングセンターの視察を行わせていただきました.

日本で航空業界の方々にヒアリングを行った際に グランドハンドリング人材の育成に

は非常に慎重に 5年かけて育成するというスタンスに対し VIAOSでは10E10500点以上を

条件におおよそ4ヶ月で育成するとうい菫きのスタンスでした

そこにチェックインカウンター業務の習得も力]えると6ヶ 月となります トレー‐ング

センターで航空業務に関するわかりやすいテキスト,1,狩見させていただきましたが 国

際基摯を満たしたトレーニングで 座学をVI邸 で行い 実学を目の前のグナン空港で行

うとのことです. 年間 2000人 もの受it者がおられ 日本側のエアラインからも相談が

あるそうです.

さらに 日本語学校を経営している方が通訳として同行されていたので 日本語レベル

の 4ヽを 4ヶ月で取得し 地上業務を4ヶ 月で習得することでグランド′ヽンドツング人材

をSヶ 月で育成するビジネスモデルを構築することは容易であるとのことでした

② ドンア大学

苺び ドンア大学の副学長と面まさせていただき ホテル学科の学生たちと意見交換する

場を設定していただきました 私たちからは泉l‐野市におけるホテ,レ人I■需要 航空業

界の人t橋要を‖せて 泉佐野市の魅力についてお話をさせていただきました

学生さんたちからは 住宅手当があるのか 行政サービス|ま どんなものか どんなまち

なのか |ヽろんな質問が飛び

'い

ました

その後 副■■と航空業界における人材不足を解消するためのli空学」の設立構想につ

いて 意見交換を行いました ドンア大学としては 日本と航空業界が協力していただけ

るなら いつでも航空学科を設立することは可能なので 前向きに検討していただきたい

とのお話をいただきました



(33日 目 (:2月 Ж 日)´ ノヽイ市

0ホアンロン人材派遣株式会社

前回κ皓 コンソーシアムが設置された介.|スキルラボを祝纂させていただきましたが

今回は主に日本語習得に向けた取泄について調査させていただきました。学生たちの察生

活や その生活の中で日本社会での普債を学ぶための厳しいルールが設定されており 違

反すると罰則の宿題や反省文の掲示が行われます。それぞれの成績なども掲示板に掲示さ

れることで競争意欲を高める狙いがあるそうです。

施設内を視察した後 冨囀 長を交えて学生さんたちと意見交換をさせていただきまし

た 前口も非常に驚きましたが とても礼儀正しく 気合いの入りようが遣うのがホアン

ロン社の学生さんたちの特徴で九 8ケ月間で 3ヽク ラスと41識の技術を習得した方々の自

己紹介と質疑応答が行われ 泉佐野市や大田在の特産品や観・t名所について薬しい場面も

ありました。

終了後 ヨ理事長と意見変換させていただき 今後のホアンロン社のベ トナム国内での

展開について積極的に投資を,う話を伺いました。その中でホアンロ it自 体が泉佐野市

とЮUを締結させていただきたい という申し出まで頂難し 我が市のプレゼンスを大き

く評価してくださいました

②′ヽノイに泰短勢大学

日本側の企業は人 トナム内での一Ftからの人材詢 出しではなくいくつかに

'ス

ク分散

するということで その一つとして契約されている′ヽノイ区薇短錮大学を視察させていた

だきました.

看護学生達との意見交換では 日本●麟きたいというそれぞれの強い思いと自己紹介が

行われました どの学生もとても明るく真面日な夕囲気が漂つていました 最後に来敵な

合唱のプレゼントまで頂数し 日本側からも地域の伝統民薔でお応えさせていただきまし

た



5所感

上述した通り 前回 10月 にグナン市役所を訪問させていただいた時とは 全く逮う雰
囲気に驚きを隠せませんでした グナン国際空港も労働局も■たちの訪間を歓迎してくだ
さり 具体的にどのように適掛すべきか その道筋を示してくださるまで グナン市側が
前向きだという姿勢を示してくれたからです

実際に日本側の様々な業界が人 トナムに人材の確■に訪れている状況も改めて伺い そ
れぞれに近い将来に厳しい易状を迎えることに備えるためFt進をかけて動き出している

生々しい現実があることを再認薇しました

今回 空港側が短
"間
でグランド′ヽンドリング人材を育成できるトレーニングセンター

の存在に言及され 実際に日本側のエアラインと水面下で様々な話が進められている状況
についても情報静 いただきました.

実際に 日本側の空港のグランドハンドリング人材が不足しているのに対してt控需要
が増frlしているため 飛行機の選航に影響が出始めているよユであることも仄関していま
ヽ 泉佐野市としては増力,し続けるアジアのインバウンド需要で旬立長する関西国際空港

と共布共栄の関係にあることから 空港の人材確彙は双方にとって深刻な問題で丸
また 空港の国際線旅客様 で外国人旅客者数の 1書!が本市内宿泊雄設ヽの宿泊者致と
なってぃるという本市の推測からも 簡空の人材不足の間超と市内に建設されつつある|ヽ
テルを返営する人材不足の問題は 本市の成長咀害要因となりかれない大きな問題である
と檎まえていまヽ もちろん超高齢社会に突入した時ヽにおける介護人材不足も深刻な間

題です.

以上のことから 本市の成長発展 福祉の充実の観点から さらなるスピー ド感を持っ
て人材蘇 に向けて取り組まなけltばならないと考えます 日●llの価値榎と人 トナム側
の価値観は大きく違い ベ トナム側はスピー ド感と柔lll■に優れているという印線をいつ
も受けまヽ おそらくこれがアジアの経済成長を加速させている原動力となっているので

しよう.

関西国際空港のあるまちとして 世界の価饉 と対等に渡 ,合い その活力をいら早く
取り込むことできらなる成長が見込まれるので 期待は1彫らむばかりです。これからの時
代において モノ コトが売れる場所ではなく モノ コトを治1出することができる人ll
が手にはいる場所にこそ企業の投資が促されると泊官していま九 泉佐野市はそんなまち

として 日本一のまちべと■ ,詰めることができる と確l.していますので 今後ともし
つかりと国際的な課題にも対l・ してまいりまt



套1長 議員ち チーム劇士勁 1土

]′枷   (一部‐  ケ分の場合に 奈当に■分■ 攻綺舌動費実出額■を祀威)

ご利 用 明 細 票

―

¬ お取:内番
う1-11-2110591 1  '直 帳

'1■配  号 吝   ■

****I
取扱善号 ぉn引金額

N157 *146 680

,,,

残高

*586 015

j`全 |や    ●44011
,I,lit1 01-11-21
AK19112008752 ヤマトヤタカヒ

'

ご利用いただきましてありがとうございました

… ゆ う ち ょ 銀 行 ― ―‐

※ 1‐―ジに様去枷 Dは ,付け■  (ただし 重ならないようには,付けること.'
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YAMATOYA T● KAHIK0 0011527122019｀●

Azumoい Da No● g Hotel

Add1 31 N,●yer TatThanh st H。 l cha,DIst Do Nao9

Tei t+34236)3743888

311 Number AzON19 02,49A

GU=ST NAM[

ComPany.

A`dress:

Tax Code,

DURATI
Oll

l

,MI YAMATOγ A TAKス HIKO

Room      R。 。m
Type     ●umb●′

[X[Cし TIV〔      6050N

Hotel invoice

Cによ■● CW
26′ 12′2019   2'′ 12′2019

Φ
12,2500

-フιア
`で

0

N19ht   ll:   char9。

1     ,50     ,50

5U8TOTヽ[    SSO

V奸

TO■ [ACCOMMODAT10ヽ

,5

,55

GRAND TOTAL 、Y[N '

646=

1000oV

Se:ing rate

l,‐ 23500
1半‐200

USD

55

´

S55

Dote1 27 12 2019

R=て ,pt oolst l

G● ost s si9■
'ture

PAID



Az 13Tl」Ote ,Vo Ceror M`MUKA!HIDE0

(。 shl

絆ll黒l鳴冒f::‖ :[.ung〕軋HO Nd
Te l+344)62736638

311 Numbertた H3■ 11'02834A

(2'28_1を 019) OO:5420122019■

CU[Si llAM[

COI■ ,any t

AdOresS I

Tox C00e:

ouRAll
ON

1

GRAND TOTAL
VNp

1551000

s,ling,ate

l,‐ 23500
1¥‐ 200

じ5D

66

Y=ll

77'5

S66

0,te1 28 12 2019

Ro(ept Orlist:

Guest,S19,ature

Hotel invoiCe
,M, MuKA[‖ID[0

R。。m     R。。い
■ ,。      ●●mbe,

[X[CUmV=    5。3H餌1

Cho`kl●

27112′ 2019

Choて卜。●t    ■lght 
‐

  lRT    Char'。

28,12′ 201'      1        1“        '6。

SO辟0私[   S6。

v奸    ,6

TOTAL ACCOMM00AT10■    '66



Az H'ヽい。tel invoiCO(0'Mi YAMATOYA■ AKA■
IK0
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器■l器11:|::ぽ::Trun9 Dtt HO Nd
Tol{● :44)62'86688

o015828122019・

31 ‖Omber AzH3Tll'02880A

GU[・ T NAM[

CO口,aoy,
Addre,s,

Tax Codel

OURATl
ON

i

GRAND TOTAL VNO

1551000

Sel ●grまo

l,・ 23500
lY‐ 200

USD

66

YFN

775'

,66

Doto128 12 2019

Re`,pt O,ヽ tl

G●e,t,`19,atol●

PAID

Hotel invoice
,M,YAM紆OYA■ KムHIK0

Rooぃ       000m

=yp。
      ●urrbo●

:X[C『IV[    605113'1

Ch●
``l●

2'′ 12′2019

C卜●てk。●・     Ni,ht    懲 習    
ぐ卜
・ 的・

2釘12,2019      1       '6。       6`0

SU8iOTA[    `6。

VAT    ,6

ΥOT● [ACCOMMODA 10｀    '66



輸
=動
変え出額■を珈

ご利用 明細 票
お取扱日 1 店 番 | お取:内番
32-02-2040591 1  ,履 帳送キ

一

取扱番号 お取:金師
N209 ホ93 240

残高

*695 335

チ‐ムイス・ ミツソツウtイ

ご利用いただきましてありがと,ございました

……‐ ゆ う ち ょ 銀 行 ¨――

× l｀―ジに,獣枚のはり付け   (ただし 重ならないようにはり付けること.)



請 求 書
llttNo l,S03,47

テ

「

ム懃た野劇
=_艶
t

歯底あ,がと,ござぃます

下記の■りご鳳求

“

しあげます

209年 2月 い日ll切分

9SEWlNGB翻‖C
株式会社 ソーィング

〒340073
群局県館林市足次町4761
TE[   0276741033

|■

2

11

4

,

“〕

1.

|゛

|■

●

2

,,

`[

"
1`

,

|:

,`

| ユ

4

“

"t

,,

`,
■

メ

20,W12あ

20,,1″ 0

201,12″

201,′ 12″ ,

m`o● 2″|

2,1%2″ 7

,01■ ,2,

201W,″

“201,127

20ヽ

"`″
お

,0,912,7

20,g`″ 2,

2019'νる

20イ W,226

2,1,1″ ,

ベドテム現地猥肇 蚕Ft贅    ―■

ユチャー,― Rダ ナン    IB

壺チャー,―費 ダナン    1日

菫チ●―ター摂 ,、′イ    夜朝

車チャー,―■ ,、′イ     IB

航空募景 ダナンーハフイ    性路

lt奎募食 ′ヽフイータナン    II路

五沢 アテンド掟       1日

通釈
"ン
ド贅      ,ロ

癒訳 アテンド賃      ,B

燿訳 撻 券費 ゲナンーハ′イ  tお

通駅 腔 募質 ′、′ィーダナン  礎路

通訳 アチンド 宿泊費

通訳 アテメ 宿ね質

通訳 アテンド 宿泊費

V`13∞

γl"

=04∞

'2ン
0

=0(`0
V141η 0

・ 1000

“

∞ 0

綺
`00
綺 o∞

γ,o∞

'2000
つ 0∞

V“ 霞

“

  

“

“ `∞
ゆ ´ 0

γ6●る0

メ,`020

``,oo

'1300

=1000

'40`0

`20∞

'2`∞
V2`∞

`9`2`0
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泉仁野市議会議長 様

出張調査 (視察、研究

本市の政務に関する調査等の必要があるため

に会参力1)|ヽ たしますのでお届けします

記

令 和 2年 1月 15日

(会 派 名)チ ー ム泉佐野育1生

(代表者名)野 口 新―

研修会参加 )届 出書

0

下記の とお り出張調査 (視察 研究 研

目  的

(内 容 )

本市に建設が予定 されているマ レーシアのデ ィベ ロッパーである SPセ ティ

アの M([施 置のあり方を調査す る事

議員名 野 口新一  大 ri星 貴彦

日 程 今和 2■ 2月 18日 (人 )～ 2月 20口 (木
'

場 所

マ レー シア

クアラル ンプール

セテ ィア ンテ ィコンベ ンシ コンセ ンター (SCCC)

シャー ア ラム市庁奎

ペ ナ ン島

セティア Vレ ンデンス

セテ ィアスパイスコンベンシ ョンセンター

セティアスカイビル

経 費
tl費 については  『泉佐野市議会政務活動費の交付に関す る条例りの算 =
条算 3項 に基づ く.

そ の 他



泉佐野市議会

議員 辻中 隆 様

令rE 2年 2月 14日

チーム泉佐野創生

幹事長 野口 新―

草々

マ レーシア視察 調査の取 り上めについて (経絡 )

IIj略 標記の屋緯については 下記のとお 0ですので ご報告申し上げます.

記

当初計画

日程   令和 2年 2月 18日 ～21日
渡航先  マレーシア (MICE関連施設 シャー アラム市)
渡旋者  野口新一 大和屋貴彦

世界的に新型コロナウィルスによる感染症が菫延している現状で また日本
マレーシアにおいても感染者が発生しており ,地の訪間予定先 (MICE関連施
設 シャー アラム市)よ り今回の計画を延期してはどうかという申し入れがあ
りました.

会派議員の健康面はもちろん両国においける感染拡大lt上の観点から、この

延期申し入れを受け入れ 今回のマレーンアヘの視家 調査を休止延期すること

としました.

なお 延期後の予定については、今般の世界的な感染症蔓延が収束後、相手方

と改めて交渉を開始するものである。

以上



4,|

積1又
=|」
イJ用エ

●―のテ0ま 政綺舌動費,出炉事を言う,

ご利 用 明 細 票
取 日 店 薔 | お取引内容
02-03-0210591 1  通ll l=■

記 号 審 晏

****=    |
取,番号 お取引金額

N164 *134 500
残高

*560 395

|■ ■|1争    *44011
振■予定  02-03-02
テームイス ミツ′ツ,セイ

ご利用いただきましてありがとうございました

― ― ゆ う ち ょ 銀 行 ―… ―

X lベージに複数枚のは,付け■  Iだし 重ならなヤヽように|ま ,付けるこ



ご旅 行 代金 請 求書

ー

杢晋農君ξttII優賢株式
出豪日 2020■ 2月 18日 (火曜日)

〒59,oo53大阪府貝塚市lt
T[[0,2● 0

2931..

406-91,3

ご参加人蜘
大人 小 人 幼児 合・I
2 2

蠣拭法裡
,(ル癸0
9 3 3

かいづか

装服

右記の道りご請求申し上げます. ご請求金額 (税込み)¥134,500-

振り込み口座

口座名
※お娠込み手数料は お客薇にてご負担頂きますようお願い申し上げます

恐れ入りますが ご入金くださいますようお鳳い申し上げます至急

項 目 単価 数量 合 計 備考

クア2レンブール行き航空券取消料 440∞ 2 88000

宿泊普 6450 2 12900

杢ナン行き航・ ●券 18600 2 2,000 ll戻す方が高くつきます
海外旅行保険 5452 0 0

発券手数料 3800 2 O C00

, 下空白

合計 104500

お預り0 0 ▲

お預り② 0 ▲

差引請求金額 1045∞

1ページに複数 のはつrサけ■  (ただし 重ならないようにまり,け ること
'

2020年 2月 25日 作成
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(様式 ,会 -1)

泉 lt野 市 議 合 議 員 様

平成31年
`月

261

( 会 派 ′ )チーム泉佐軸 1生

(● 表者 名 ) 向江英雄 6=

研修会等開催報告書

このた0会派として
'修
会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします.

記

開催 日峙 平成81年1月 25日 (未)19時 80分 ～ 20時30分

会議名称 第:輌市女勉強会 まちづく,の子‖泉

使用会場 日根野公民館 1階 講座宣 1

参lll人数 6人

内 容

大和屋貴′の餞貝活動の近況報告

統一地方選挙

まちづくり座談会

●,東率の変化を考えよう
2新時代の泉●野市を構想しよう

その他 (特記事項)



医

罫(様式 :会 -1)

泉

`野
市 議 会 議 長 様

今和昴年6月 6日

(会 派 名 )チ ーム泉t野洵生

(代 表 者 名 )野 口 新一  ⑩

研修会等開催報告書

このたび 会派として研修会兼襦
=会
を開催しましたので 下記のとおり報告いたします

記

00Ｆｔ

令和元年5月 23日 (本)1,時30分 ～ 200寺 30分開催日時

算69回市Ⅲ勉強会 まちづくりの11泉

日根酎公民館

参加入教

大和屋貴彦の議員活動の近況報告
6月 臨時市議会説明
まちづく嘘 談会

|にれからの地域のあり方を考えよう
●新■代の泉t野市を構想しよう

その他 (特記事項)

騨
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(様式 1会 -1)

1元年 7月 :日

泉 上 野 市 議 会 議 長 様

( 会 派 名 ' チーム泉佐野創生

{● 表 子 名 )野 日 新-  0  1

研修会等開催報告書

このたび 会に して研修会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします
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開催日時 苓和元年δ月27日 (木)19時30分 ～ 20時30分

会議名市 第70回市政勉強会 まちづく,の和泉

tH‐′J会場 ]根野公民館

参加人数 14人

内 容

大和屋貴彦の議員活動の近況報告

ヽЯ定例市議会報告

①容識結果報告

②,んくう総合に■セ″ ―のユ状
0泉L野市の財政状況
0間画国際空港のユ状
まちづく嘔 談全
0これからの逝工のあり方を考えよう

②lFr時代の泉佐野市J各想しよう

その値(特記

'項
)
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研 修 会 等 開催 報 告 書

( 会 派 名 )チ ーム泉佐野倉1生

(■ 表 者 名 )野 口 新― ③

和元年 7月 23日

泉 仁 野 市 議 会 議 長 様

このたび 会派として研修会兼被告奎を目催しましたので 下記のとおり報告いたします

記

開催日峙 令和工■7月 18日 (本)198130分 ～ 20■30分

第71回市政勉強会 まちづく,の和泉

日根鶏 Δ民館

参加人数

大和屋貴との議員活動の近況報告

チーム泉佐略 J生視察報告

0はつがの国際子
^園②南松尾はつが野学園(J 中一貫t‐ )

0泉
'1夕

・
●レ館

0=るさと納税クラウトフアンディング事熱 民沖事業)
研 Ⅲ田市立浪切ホール
まちづく,座談会
0これからの教育のあり方を考えよう
官民連携のあり方を考えよう

その値 (特記事項)

スム珀弔畷春



領1文書i付用紙
会工 鵡β名 チーム泉生学 ,生
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般 Jl団 法 人
泉lT野市 文イ晰 興財団
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(檬式:会 -1)

泉 佐 野 市 議 会 議 長 様

tl元年 8月 29E

(会 派 名 , テーム穴佐野
'1生

(代 表 者 名 )野 口 新―

研修会等開催報告書

このたび 会派として研修会兼報告会を開催しましたので 下記のとお,報告いたします

記

令和元年8月 22日 (本)19時30分 ～ 20時30分

第72回市政勉強会
=ち
づく

'の

和泉

日根野公民館

参力0人鷲

大千嘔 妻彦の議員活動の近躙 l告

成都回路友好都li育年音楽祭派遣事業報告

外国人人材の受入に関する視察報告

まちづくり座談全

0国際都市多文lL共生社会のあり方を考えよう
②そ0也何でも

その他 (任記事項)

~1029
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研 修 会 等 開催 報 告 書

このたび 会派として研修会兼報告会を開 F・しましたので

=1率

(会 派 名 )チ ーム泉佐蜘 生

(代 表 岩 名 )野 口 新一

下記のとおり報告いたします

猾
員

(様式 :会 -1)

今和元年10月 lH

泉 佐 野 市 議 会 議 長 様

C'

記

開催日峙 令和元年9月 26日 (本)19峙:0分 ～ 20嗜30●●

第13回市政勉強会 まちづくり 和泉

Я根野公民館

参加人数

大和屋貴彦の議員活動の近況報告
9月 定例市議会報告

0審議結果報告
②りんく端 合医療センターの平成30年度決算

0泉佐野市の財政状況 平成30年度決算
0つんくうタウン。現雄 r来
まちづくり座談会
0これからの山間 湾岸世域につ0て考えよう
②その他何でも

そのlL(特記事項)

-1.lo-1
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(様式 :会一

"
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泉

「

野市議会議長 様

令和元年10月 28ロ

(会 ,R名 )チ ーム泉佐野創生

,,

(代 表 者 名 , 野口 新― tO)
｀● ●

研修会等開催報告書

このたび 会lFとして研修会兼報督会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします

記

令和元年10月 17口 (木)19峙00介 ～ 20時30分

第74回市政勉強会 まちづくりの和泉

F根墜 民館値用会場

参加人数

大和屋貴彦の議員活動の近況報告
ベトナ嶽 察報告

0大阪IP:ホアンロン人材派遣株式会社
②ダテン市
0ドンア大学
まちづく喧 議会
C外国人人材の受入綸 めた多文化共生社会について
②その他

その他 (特 .・L事項)
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領収書貼付用紙

会派 議員名 チーム泉佐騎 」
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田¬輌 14f光当 接分の手争ま 余白に獄分率 攻務活動,支出額等を謁掏

貢佐螢● 文]振硫財合
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泉 佐 野 市 議 会 議 長 様

和元年 12月 0日

(合 F・ 名 )

(,表 者 名 )

チーム泉t蟻 1生

野口 新一

研修会等開催報告書

このたび 合た して研修会兼報告会を開催しましたので 下記
のとおり報告いたします

記

令和元年11月 23日 (木)19時30分 ～ 20■30分開催日時

第75口市Ⅲ勉強会 まらづく

'の

¨泉

日根野公民館

参力1人数

大和屋貴彦の議員活動の近況報告

10月 臨時会報告

厚生文軟委員会視察報告

o新消県三条市 二条つ子発達応換事業,

躍ユl規ち鷲羅言諫 ξ
用J

3重嚢貫踊署i疇星電需者鼈開発事業
まちづくり座談会

その他(特記
=項
)
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領収書″付月橋
会派 議員名 テーム粛主勁コ止
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(様式 1会 -1)

泉 佐 野 市 議 会議 長 薇

令和2年 1月 ,日

研 修 会 等 開催 報 告 書

このたび 会派として研修会兼報告会を開催しまレヒので

(会 派 名 )チ ーム泉佐野創生

(峠機)野口新13

下記のとおり報告いたします。

記

令和元年12月 19日 (木)10時30分 ～ 20時3o分

第76国市政勉強会 まちづく,の和泉

日楓野谷民館

参力0人数

大和屋貴′の議員活動の近況報告
12月 定例会報告

C審巌結果報告
②関空,んくうまちづく,特別委員会報告

Oつんく黎 合医症センター対策委員会報●

0行財政委員会報告
まちづくり座談会

その他 (特記事項)
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領●罰ギ旬調紙
会派 議員´ チーム痴を騎 」生

霊
議

貼付襴  (一部充当 け分の場合ま 奈白に誅 政務活動費責出額事を記慟
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(様式 1会 -1)

泉 t野 市 議 会 議 長 様

令和2年2月 4日

(会 派 名 )チ ーム泉仁嚇 1■

(代 表 者 名 )野 口 新一 ①

研修会等開催報告書

このた7・ 含に して珈 参合来報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします

記
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令和2年 l月 20日 (木, 19時30分 ～ 20峙30分開催口
'キ

算,徊市政勉強会 まちづくりの和真

日根野公民館

参力]人数

大イ嘔 貴彦の議員活動の近況報告
ベトナ瑚 禁報告

0ダナン市
②メナン国際空港 V ACSIレ ーニ″ tンター

0ドンア大学
●ホアンロン人材派遣株式会社
0ハノイE療短柳大学
まちづくり座議会

その他 (特記事項)
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(様式 1会 -1)

泉 仁 野 市 議 会 議 長 袂

和2■ 3月 9日

(会 派 名 )

(ヽ 表 者 名 )

チーム泉佐¨ 生

野口新イ` あ

研修会等 開催報告書

このたび 会派として研修会兼報告会を開催は したので 下記のとおり報告いたします

記

供
　

覧

局
長
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令和2年 2月 27日 (木 , 19it00分 ～ 20時30分

第79回市政勉強会 ま |・づくりの和泉

日根野公民1遺

0人 (新型コロナウイル対 染症拡大防止0観点から会場で動画撮影洒]信
'

参加人数

大¨産貴彦の議員活動の近輝 若

令千12年 3月 定例会の概要

0議案説明
②一般会計補正予算
◎令和2年度予算
0主なILF策

その世 (特記■項,

泉L■十議蚕
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は 式 1会 -1)

泉 佐 野 市 議 会 議 長

今和2年 2月 4日

ふ

=ヽ
― ■

′|ヽ

(会 派 名 )

(● 表 者 名 )

チーム泉佐野創生

野口 新―  O‐

研 修 会 等 開催 報 告 書

このたび 会派として研修会兼操告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします

記

j

開催日昨 ●和2■ 1月 26日 (日 )17時 00分 ～ 18:130分

ゝ

会議名称 まちづくり Ⅲ泉新春スベシャル企画(第 18回市政勉強会 まちづく
'の

和泉)

使用会場 泉の苺ホール 2階 レtグシヨ月 ―ヽル

参力0人数 95人

内  容

椰 I静凍会

①演層 嚇 劇ヒの精神は時代力鋼める」

②確師:継 千家 名誉師範 オ断 eたの)宗(そう泣 (どう)氏
昭和31年に基千家入円 淡交会青■部近餞プロック会長 全国委員副委員長 滋羮支部幹事

長 近幾第一地区姜八長などの要J燿歴●し ,在に至る。
め,ヒや な下確    (株 )では今事職を書めた経い ヽ 経前の機動 ち鞭 劇 との重要性

を広め 多くの企業法ヽこ対して『企業はヽ■カロ冒合に研修指導 騒間活動を晨閉する

豊富な人生師 けヽ のグローパルな分野に対して研彗 鸞演者動れ て,ヽ .

知Ⅲ屋貴彦市政報告会

O―
・②時澳嘔 西国際空捲と成田曰際空

… "ヽ

ら考える国際都市劇
=苺
の細

その他 (特記事項 )
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恒収書貼付用紙

会派 散員名 チーム勲
=騎
J生

i附投  (一部光当 按分の場合|よ ●.白に換介睾 政議活動量ヽ出額等を詢
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仁 第78口す武も強● 薔師対全として
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印紙

,■ 2年 1月 260 ■2,,全網 工に嬌lRス しitた .
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